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本論文は1970年代から 1990年代までの日本の金融市場を実証的に分析したものであり，資産市場を分析した第 1 部
と銀行業の費用構造を分析した第 2 部に分かれる。第 1 部，第 2 部とも，それぞれの分野に関する展望論文と実証研
究を行った 2 論文によって構成されている。
第 1 部は日本の資産市場の分析である。第 1 章は資産価格モデルの理論と実証研究の手法に関する展望論文であ
る。具体的には，
1 )資産価格の理論モデル，



































もっとも，当論文にも問題がないわけでばない。たとえば，第 5 章と第 6 章で，銀行聞の費用効率性が同ーかどう
かについて，相対立する結果を報告している。異なる結果が得られた原因を追及し，どちらの結論が正しいかを明ら
かにすることが望まれる。
しかしながら，これは，本論文の問題点というより，これからの研究で明らかにすべき課題であり，本論文の価値
を少しも傷つげるものではない。よって，本論文は，博士(経済学)の学位に十分値するものであると判定する。
